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＜論文＞
学生 YMCA ハンセン病療養所訪問プログラム 50 年史の研究
― 若者のボランティア行動がひらくライフストーリー ―
A study of the 50 years history of the Student YMCA visit program to Hansen’s
 Disease Sanatorium：Life stories from the volunteer work of the youth





















In the 2015 "Research Notes", I suggested research topics of 50 years history of youth visits to 
Hansen's disease sanatorium. The results of the joint research conducted after that were reported 
and examined based on the contents of “Michi; 50 years of ‘Oshima- work’,” the commemorative 
textbook. Based on the results, I discussed the effects and significance of youth social volunteering 
to create a society where human rights are protected. There, the perspective of future research by 
the Life-Story Research was clarified by focusing on the power of the Story created by working 
together with the marginalized beings in modern society and on the spirituality that would lead the 
Story.
1　岩坂二規（2015）「人権研究におけるボランティア行動の意義と評価 ― 学生 YMCA によるハンセン病療養




















































































































対外的活動を中止し、入所者信徒による運営を同年 11 月に終了、解散を宣言したことにより、学生 YMCA
のプログラムの終了を決定した。長年続けられた霊交会との公式のプログラムではなくなったが、その後も
















































































4　「学生 YMCA 超世代・大島同窓会　プログラム」（2016 年 7 月 30 日）p.8、および「学生 YMCA 超世代・大
島訪問プログラム　プログラム」（2016 年 9 月 11 日）p.8















度中 8 回の定例研究会と 1 回の公開研究会、また
大島青松園入園者を含む関係者への 3 回の聴き取
り調査を実施した。その成果は 50 周年記念誌『道










（6 月～ 11 月）、調査結果分析（9 月～ 12 月）、年
表の作成・完成（～ 12 月）、記念誌編集会議、研
究成果報告会準備、調査結果分析のとりまとめ














































える学生 YMCA 大島訪問プログラム 50 年記念誌
『道 ―「大島ワーク」の 50 年 ―』（以下、『道』）
からその成果を明らかにしたい。『道』を構成す





















































びかけたりして収集した。合計が 50 回を超えるのは、②の表のとおり 1 年度に 2 回プログラムを実施したケー
スが 3 回あるためである。



























は、1965 年から 2014 年までのプログラムを “「大
島ワーク」の 50 年 ” と捉えているが、下表に記
載のとおり 50 年の中で水不足による受入れ側の


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（凡例）         
表中略称を用いている（「Y」＝YMCA、「学Y」＝学生YMCA、「学Y神戸連」＝神戸学生YMCA連盟、「神」＝神戸大学、「聖」＝聖和
大学、「別大付看専」＝別府大学附属看護専門学校）。また、それぞれの項目についての留意点は以下のとおり。         
「引率・参加顧問」1990 年頃まではチャプレンが引率を兼ねていた。その後は顧問として参加しているが、学生のみで実施した年もあ
った。         
「チャプレン・礼拝説教者」1990 年頃まではキャンプ全体のチャプレンを担っていたが、訪問プログラムに変更後は霊交会礼拝の説教
担当として記載。         
「主催」文集や記録集などに記載されている名称を記載。         
「霊交会代表」途切れることなく代表はいるが、明確な引き継ぎ年の記録が確認できず、不明箇所は空欄としている。霊交会は 2014 年
11 月 11 日の創立 100 周年記念礼拝をもって対外的な活動を終了。         
「概要」発行されている文集・記録集などを元に、編集委員がまとめたものである。         
2014 年度をもっていったん大島訪問プログラムは終了。2016 年度の訪問は「超世代企画」で卒業生有志によって実施され、2018 年度










写真３　「第 9 回いもづる祭　主催 いもづる会
後援 自治会」（1980 年頃）
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女学院の生徒のうち 2 人は 1962 年に聖和女子短
期大学（後の聖和大学）に進学しており、年代を

















YMCA・YWCA の名称は「ハイスクール YMCA ／ YWCA」であった。大阪女学院は女子高であることから、
ここでの「学 Y」とはハイスクール YWCA のことであろう。大阪女学院中学校高校のハイスクール YWCA は、
現在もクラブとして活動を続けている。
10  西垣二一（元聖和大学学生 YMCA 顧問、元聖和大学学長）の証言に基づいて、2017 年 10 月に播磨醇（元
日本基督教団光明園家族教会牧師）への聴き取りを行った。
11  関西学院大学学生 YMCA（SCA）については、『道』の長尾文雄（元社団法人好善社理事）との対話文の中
の注釈において、「関西学院宗教総部と SCA について」として『関西学院事典 増補改訂版』(2014) の説明を
付している。ここでも以下に同じものを引用しておく。「宗教総部の創立は、関西学院創立直後に組織され
た基督教青年会の活動にさかのぼる。大学としての活動は、学生 YMCA、同 YWCA の全国組織あるいは世


































































































































　2016 年から約 1 年半に渡って 50 周年記念誌へ
の投稿を呼びかけた結果、33 名の原稿が集まっ
た。内訳を『道』Ⅱ 部の時期区分により卒業年
で 分 類 す る と、1 期（1965-1971） が 3 名、2 期
（1972-1979） が 1 名、3 期（1980-1985） が 8 名、
5 期（1990-1994）が 2 名、6 期（1995-2005）が 4
名、7 期（2006-2014）が 9 名、その他が 3 名（参
加者の家族 2 名、プログラム終了後の 2018 年参
加者 1 名）である。第 4 期（1986-1989）は寄稿
がなかった。時期によって寄稿に偏りがあるのは、





















　2019 年 3 月 9 日、『道』の刊行に合わせて「人
権教育研究室 2018 年度共同研究公開研究会『大

















































13   『道』p.12
14  長尾は、そのようなハンセン病者の生き様について、近著の中で「自己実現によるエンパワメント」の営み
であることを指摘している（長尾 (2019)『覚えて祈る ― 長島と私の六〇年』pp.241-244 を参照）。さらに長尾は、
精神科医の神谷美恵子がこのような見方を 1960 年代から示していたことを、『道』の対話録の中で示した。









































































16  同書 p.48








































































20  花崎皋平「水俣からピープルの思想へ」　最首・丹波（編）『水俣 50 年 ― ひろがる水俣の思い』　pp.246-247
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